
第2回地域がん診療拠点病院のあり方に関する検討会  

議   事   次   第  

平成17年8月12日（金）  

1 3：0 0・・■1 5：0 0  

経済産業省別館944号会議室  

1 開 会  

2 議 事  

l し  

（1）地域がん診療拠点病院の整備に関する指針の見直しについて  

（2）指針の見直しに伴う既指定病院の取扱いについて  

3 閉 会  

○資   料  

1－1がん診療拠点病院のあり方に関する検討（修正案）  

1－2 都道府県がん診療拠点病院の役割（案）  

1－3 国立がんセンターの果たすべき役割（案）  

2  指針の見直しに伴う既指定病院の取扱いについて（案）   











資料 2  
指針の見直しに伴う既指定病院の取扱いについて（案）  

1．考え方   

「地域がん診療拠点病院の整備に関する指針」の見直しに伴い、既に地域がん診療拠  

点病院（以下、「拠点病院」という。）として指定されている135病院について、新た  

な指定要件を満たせない場合の取扱いについては、指定要件を満たすまでの猶予期間を  

与えることで、その間も指定の効力を存続させることとする。  

2．経過措置期間  2年間  

3．経過措置期間中の取扱い  

（1）名称  

平成18年以降、医療法に基づき、地域がん診療拠点病院である旨の広告が可能  

となった場合、地域がん診療拠点病院として広告することができる。  

（2）国庫補助  

平成18年度概算要求において検討中である国庫補助事業（①研修経費、②院内  

がん登録支援経費、③研修期間中の代診医の雇上経費、④連絡協議会経費等）につ  

いては、当該事業を実施する場合、国庫補助の対象とする。  

4．今後のスケジュール   

（平成17年9月）  

見直し指針策定後、135病院に対して、現況報告（所定の様式）の提出を指示   

（平成17年10月～12月）  

現況報告の提出・内容の確認   

（平成17年12月～平成18年1月）  

新規指定病院と合わせて、「運営に関する検討会」で審査  

●新規指定要件をクリアする病院  

→ 継続指定（平成22年3月まで）  

●新規指定要件をクリアできない病院  

→ 平成20年3月末までは経過措置期間として、継続指定  

※現況報告に基づき、平成19年12月までに再審査を行う。  

指定要件をクリアできなければ、指定を取り消す。   


